
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mascot Server 2.6 
1. スペクトル・ライブラリ検索 
スペクトル・ライブラリに対する検索エンジン NIST MSPepSearch を実装しました。これまで

と同じ検索条件設定・検索実行環境の下で、アミノ酸配列データベース (AA）、塩基配列

DB (NA)、スペクトル・ライブラリ (SL)の３種類のデータベースを任意に組み合わせて Mascot

検索を実行し、これまでと同じ書式で検索結果が表示されます。 

AA、NA、SLを自由に組み合わ

せて検索することがきます。 

測定値（observed：上）とスペ

クトル・ライブラリ（library：

下）のスペクトルを対比できる

ように表示します。 

マッチしたプロダクト

イオンは赤文字で表示

します。 

2. スペクトル・ライブラリ構築 
「Spectral library filters」機能を実装しました。お客様がこれまでに実行した Mascot 検

索結果ファイルから、指定した条件（検索期間、期待値、スコア、検索条件）に合致する

MS2 スペクトルを抽出し、お客様独自のスペクトル・ライブラリを構築することができます。 

検索期間、期待値、スコア、検索条

件（Enzyme、配列 DB名、Taxonomy、

Modification、 Instrument、 User 

name、Title文字列、Quantitation）

に合致した MS2 スペクトルを使っ

てライブラリを作成します。 

Database status ページ上では SL

（*.msp）ファイルは FASTA ファイ

ルと同様に管理されます。 
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3. その他新機能 

2. FDR：計算対象として PSMか Sequenceを選択できるようにしました 

3. 配列 DB管理：＜Recompress file＞リンクを追加し、Mascot を停止させることなく DB

の再構築をできるようにしました。 

1. 検索結果ページ：有意なペプチド（p<0.05）だけを表示するように変更し、「Display 

non-significant matches」チェックボックスを追加しました。 

4. 質量誤差：13C に対する修正質量誤差を表示できるようにしました。 

 

4. Mascot Daemon 新機能 
1. Status の表示項目を日付やキーワードで絞り込むことができます。 

2. taskDB をバックアップ及びリストアすることができます。 

5. Percolator：これまでは rank1のペプチドだけを計算対象としていましたが、全ての rankに

対して計算し、Percolator スコア順にリストするようにしました。 

6. 整理整頓：古い検索結果の圧縮や cache ファイルの削除を行うユーティリティー・プログラム

「tiny_data.pl」を準備しました。 

3. Mascot Server PC にインストールし

た場合はWebサーバを経由せずに直接

Mascotに検索投入することができます。 

4. 複数の Task を同時に実行しても

Task をバッチ処理することができます。 


